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２．人口及び戸数

３．水量

令和元年度

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

４．企業債

年度当初未償還額 発行額 償還額 年度末未償還額

令和元年度 12,832,197 1,751,000 517,987 14,065,210

令和２年度 14,065,210 1,398,300 548,812 14,914,698

令和３年度 14,914,698 649,500 584,560 14,979,638

令和４年度 14,979,638 1,181,100 755,945 15,404,793

令和５年度 15,404,793 1,033,000 691,767 15,746,026

１．決算の概要

令和元年度

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和5年度は収益合計4,533,708千円に対し、費用合計4,707,238千円となり、173,530
千円の純損失が生じました。令和元年度から5年連続の赤字となり、令和5年度末の未処分利
益剰余金は197,255千円まで減少しています。令和4年度と比較すると、純損失額は
293,331千円減少しました。純損失額減少の主な原因は、令和4年度に行った水道基本料金減
免の影響を除くと、収益としては分担金の会計処理方法を変更したことによる一時的な特別利
益の増加、費用としては庁舎移転完了に伴う仮設庁舎賃借料や備消耗品費の減少、受水費や動
力費の減少です。

資本的収入及び支出としては、建設改良費1,435,253千円に対して、1,033,000千円の企
業債借入を行いました。

給水人口（人） 前年度比（人）

233,933 △339

233,194 △739

231,929 △1,265

230,437 △1,492

228,635 △1,802

給水戸数（戸） 前年度比（戸）

105,377 812

106,115 738

106,397 282

106,882 485

107,199 317

有収率

93.0%

92.9%

93.1%

92.2％

92.7％

総配水量（㎥） 前年度比（㎥）

24,900,171 135,391

25,475,776 575,605

25,085,008 △390,768

24,892,695 △192,313

24,430,981 △461,714

有収水量（㎥） 前年度比（㎥）

23,158,533 △52,869

23,672,643 514,110

23,342,565 △330,078

22,941,541 △401,024

22,652,213 △289,328

令和５年度末の給水人口は228,635人で前年度比1,802人の減少となっているのに対し、
給水戸数は107,199戸で前年度比317戸の増加となっています。人口が減少する一方、世帯
数は増加傾向が続いています。

令和５年度末の有収水量は22,652,213㎥で前年度比289,328㎥の減少となっています。
令和2年度に新型コロナウイルス感染症の流行による手洗いの増加等により有収水量は増加し
ましたが、令和3年度から3年連続で減少しています。

老朽化した管路等の更新や耐震化工事を継続して実施していることから、企業債残高は増加
傾向にあります。 （千円）



２

※１ （増額の理由）令和4年度の基本料金減免224,184千円、水量減等△26,560千円。

※２ （減額の理由）基本料金減免に対する一般会計繰入金248,357千円。

※３ （増額の理由）分担金の会計処理方法変更に伴う前受金残高の収益化

※４ （減額の理由）渇水対応に係る阪神水道企業団からの受水量が減少したため。

※５ （減額の理由）電力料金への国の支援があったため。

※６ （減額の理由）庁舎移転完了により仮設庁舎賃借料等が減少したため。

※７ （減額の理由）特定収入に係る控除できない消費税が減少したため。

（１）収益的収入及び支出（損益計算書/税抜） （千円）

５．決算の詳細

区分 令和５年度 令和４年度 増減 前年度比(%) 備考
1 営業収益 3,631,547 3,448,348 183,199 ) 105.3
(給水収益)  ( 3,443,567 ) ( 3,245,943 ) ( 197,624 ) ( 106.1 ) ※1
(受託工事収益)  ( 22,018 ) ( 17,981 ) ( 4,037 ) ( 122.5 )
(その他営業収益)   ( 165,962 ) ( 184,424 ) ( △18,462 ) ( 90.0 )
2 営業外収益 717,951 819,700 △101,749 ) 87.6

収 (分担金)  ( 172,180 ) ( 90,485 ) ( 81,695 ) ( 190.3 )
(受取利息)  ( 769 ) ( 417 ) ( 352 ) ( 184.4 )
(他会計補助金)  ( 60,078 ) ( 253,465 ) ( △193,387 ) ( 23.7 ) ※2
(長期前受金戻入)  ( 456,300 ) ( 460,705 ) ( △4,405 ) ( 99.0 )

（国庫補助金） ( 0 ) ( 3,575 ) ( △3,575 ) ( 皆減 )
入 （雑収益） ( 28,624 ) ( 11,053 ) ( 17,571 ) ( 259.0 )

3 特別利益 184,210 106,191 78,019 173.5
( 退職給付引当金戻入益 )（ 15,135 ） （ 105,148 ） ( △90,013 ) ( 14.4 )
(過年度損益修正益) ( 2,905 ) ( 1,043 ) ( 1,862  ) ( 278.5 )
(その他特別利益) ( 166,170 ) ( 0 ) ( 166,170 ) ( 皆増 ) ※3

計 4,533,708 4,374,239 159,469 103.6
1 営業費用 4,524,704 4,630,002 △105,298 97.7
(人件費)  ( 757,807 ) ( 741,354 ) ( 16,453 ) ( 102.2 )
(受水費) ( 1,252,940 ) ( 1,316,789 ) ( △63,849 ) ( 95.2 ) ※4
(動力費) ( 238,399 ) ( 301,659 ) ( △63,260 ) ( 79.0 ) ※5
(薬品費) ( 95,346 ) ( 63,395 ) ( 31,951 ) ( 150.4 )

支 (修繕費) ( 225,571 ) ( 227,515 ) ( △1,944 ) ( 99.1 )
(路面復旧費) ( 3,651 ) ( 3,326 ) ( 325 ) ( 109.8 )
(委託料) ( 527,849 ) ( 491,178 ) ( 36,671 ) ( 107.5 )

(減価償却費) ( 1,257,583 ) ( 1,235,742 ) ( 21,841 ) ( 101.8 )

(その他営業費用) ( 165,558 ) ( 249,044 ) ( △83,486 ) ( 66.5 ) ※6
2 営業外費用 179,878 207,900 △28,022 ) 86.5

出 (支払利息) ( 179,316 ) ( 174,252 ) ( 5,064 ) ( 102.9 )
(その他営業外費用) ( 562 ) ( 33,648 ) ( △33,086 ) ( 1.7 ) ※7
3 特別損失 2,656 3,198 △ 542 ) 83.1
(過年度損益修正損) ( 2,656 ) ( 3,198 ) ( △542 ) ( 83.1 )

計 4,707,238 4,841,100 △133,862 97.2
当年度純利益 △ 173,530 △ 466,861 293,331 -

繰越未処分利益剰余金 370,785 837,646
未処分利益剰余金 197,255 370,785
利益処分額(案) 0 0
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（２）資本的収入及び支出（税込）

※８ （令和4年度の内容）病院事業会計からの貸付金返還額。
※９ （令和5年度の内容）川面浄水場受変電設備改良工事 79,750千円

小浜浄水場浸水対策 16,545千円 など
※10 （令和5年度の内容）管路耐震化（更新）事業 1,057,345千円

配水池加圧所耐震化（更新）事業 21,569千円
配水池統廃合事業 51,273千円
配水池加圧所機械設備等更新事業 13,264千円 など

※11 （令和4年度の内容）新庁舎整備事業 661,582千円 など

※12 （内容）令和4年度、令和5年度とも下水道事業会計への貸付金300,000千円。
令和5年度 UR 都市再生債 100,000千円（5年債）

（千円）

区分 令和５年度 令和４年度 増減 前年度比(%) 備考

1 企業債 1,033,000 1,181,100 △148,100 87.5

( 配水管整備事業 ) （ 665,800 ） （ 602,800 ） （ 63,000 ） （ 110.5 ）

( 新庁舎建設事業 ) （ 0 ） （ 568,100 ） （ △568,100 ） （ 皆減 ）

収 ( 水質試験所整備事業 ) （ 0 ） （ 10,200 ） （ △ 10,200 ） （ 皆減 ）

(配水池用地買収事業) （ 152,800 ） （ 0 ） （ 152,800 ） （ 皆増 ）

(送・配水施設整備事業) （ 13,000 ） （ 0 ） （ 13,000 ） （ 皆増 ）

(送水施設整備事業) （ 121,700 ） （ 0 ） （ 121,700 ） （ 皆増 ）

(浄水施設整備事業) （ 79,700 ） （ 0 ） （ 79,700 ） （ 皆増 ）

2 国庫補助金 0 18,692 △18,692 皆減

3 他会計負担金 22,206 9,532 12,674 233.0

4 工事負担金 0 28,658 △28,658 皆減

5 貸付金返還金 0 250,000 △250,000 皆減 ※８

入 6 固定資産売却代金 0 717 △ 717 皆減

計 1,055,206 1,488,699 △433,493 70.9

1 建設改良費 1,435,253 1,950,613 △515,360 73.6

(事務費) ( 86,252 ) ( 103,425 ) ( △17,173 ) ( 83.4 )

支 (原水及び浄水施設費) ( 131,751 ) ( 39,045 ) ( 92,706 ) ( 337.4 ) ※９

(送水及び配水施設費) ( 1,184,055 ) ( 1,079,076 ) ( 104,979 ) ( 109.7 ) ※10

(営業設備費) ( 33,195 ) ( 729,067 ) ( △695,872 ) ( 4.6 ) ※11

出 2 企業債償還金 691,767 755,945 △64,178 91.5

3 投資 400,000 300,000 100,000 133.3 ※12

計 2,527,020 3,006,558 △479,538 84.1

前年度同意債で今年度収入分 274,500 16,000 258,500 1715.6

資本的収支不足額 1,746,314 1,533,859 212,455 113.9

補
填
財
源

損益勘定留保資金 1,413,602 1,107,207
消費税資本的収支調整額 119,912 152,152

当年度同意債の未借入分 212,800 274,500
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（１）施設改良・更新に関する取組

６．主要施策

① 管路耐震化（更新）事業 1,057,345千円(税込）

管路更新・耐震化計画に基づい
て、老朽化した管路の更新・耐
震化を実施しました。

※令和6年度借入を含む

財源（千円）
企業債※ 878,600
国庫補助金 0
他会計負担金 22,206

工事負担金 0

自己財源 156,539

場所 内容

中山桜台4丁目外 ダクタイル鋳鉄管、施工延長 L=1,719ｍ
高司1丁目外 ダクタイル鋳鉄管、施工延長 L=812ｍ

SUS鋼管、施工延長 L=17m
山本丸橋1丁目外 ダクタイル鋳鉄管、施工延長 L=1,088ｍ
安倉中4丁目外 ダクタイル鋳鉄管、施工延長 L=1,048ｍ
末広町外 ダクタイル鋳鉄管、施工延長 L=803ｍ
長谷字髭才外 ダクタイル鋳鉄管、施工延長 L=670ｍ

SUS鋼管、施工延長 L=17m
仁川宮西町 ダクタイル鋳鉄管、施工延長 L=142ｍ

予算：資本的支出＞建設改良費＞送水及び配水施設費

② 配水池加圧所耐震化（更新）事業 21,569千円(税込）

配水池・加圧所の耐震化（更
新）に向けた業務委託を実施し
ました。

財源（千円）
企業債 0
国庫補助金 0
他会計負担金 0

工事負担金 0

自己財源 21,569

場所 内容

すみれガ丘加圧所
すみれが丘下配水池加圧所
山手台下配水池加圧所
山手台中配水池加圧所

配水池・加圧所耐震（二次）
診断調査業務委託

予算：資本的支出＞建設改良費＞送水及び配水施設費

③配水池統廃合事業 51,273千円(税込）

武庫川左岸地区の浄水場や送配
水施設の再構築を行うため、基
本計画業務を委託しました。

財源（千円）
企業債 ※ 0
国庫補助金 0
他会計負担金 0

工事負担金 0

自己財源 51,273

場所 内容

すみれガ丘4丁目 外 武庫川左岸地区送配水施設基本設
計業務委託

予算：資本的支出＞建設改良費＞送水及び配水施設費
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（２）安心安全に関する取組

➄川面浄水場受変電設備改良工事 79,750千円(税込）

川面浄水場を2回線受電にする
ことで停電対策を図るため、既
設受電設備の更新及び予備受電
設備の追加を実施しました。

財源（千円）
企業債 79,700
国庫補助金 0
他会計負担金 0

工事負担金 0

自己財源 50

予算：資本的支出＞建設改良費＞原水及び浄水施設費

④配水池加圧所機械設備等更新事業 13,264千円(税込）

加圧所に設置されている送水ポ
ンプの改良工事を実施しました。

財源（千円）
企業債 13,000
国庫補助金 0
他会計負担金 0

工事負担金 0

自己財源 264

場所 内容

北畑加圧所 北畑加圧所送水ポンプ改良工事

予算：資本的支出＞建設改良費＞送水及び配水施設費

①川下川ダム取水導水等関連施設点検業務 16,500千円(税込）

施設の経年劣化を測定するため
定期点検を実施しました。

財源（千円）
企業債 0
国庫補助金 0
他会計負担金 0

工事負担金 0

自己財源 16,500

場所 内容

玉瀬字イズリハ外
地内

川下川ダム堤体、渓流取水口3カ所等
無圧トンネルL=1,870m
（H=1.0m、W=1.6m）

予算：収益的支出＞営業費用＞原水及び浄水費
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（１）基幹管路の耐震化率（口径150㎜以上の管路を対象）

導水管、送水管、配水管（口径150mm以上）のうち耐震性のある材質と継手（管の接
続部）により構成された管路延長の割合です。道路管理者等との調整や現場状況及び事業
費の増加等により工事の進捗が遅れていますが、今後は、事業実施体制の強化を図り、管
路更新・耐震化計画に基づいて着実に実施します。

令和元年度末 令和２年度末 令和３年度末 令和４年度末 令和5年度末

目標値（％） 20.7 23.6 26.5 29.4 32.3

実績値（％） 14.4 15.4 16.2 16.9 18.4

（２）管路耐震化率（全管路対象）

管路のうち、耐震性のある材質と継手（管の接続部）により構成された管路延長の割合
です。道路管理者等との調整や現場状況及び事業費の増加等により工事の進捗が遅れてい
ますが、今後は、事業実施体制の強化を図り、管路更新・耐震化計画に基づいて着実に実
施します。

令和元年度末 令和２年度末 令和３年度末 令和４年度末 令和5年度末

目標値（％） 11.3 12.6 13.8 15.1 16.3

実績値（％） 10.4 11.1 12.1 12.7 14.0

（３）配水池の耐震化率

配水池のうち、耐震化がなされている施設の容量の割合です。容量の小さい配水池や加
圧所の工事を実施していたため目標に達していませんが、今後は、容量の大きい配水池の
工事を計画しています。

令和元年度末 令和２年度末 令和３年度末 令和４年度末 令和5年度末

耐震化済箇所数（カ所） 11 12 12 13 14

耐震化率
（容量比）

目標値（％） 52.2 52.2 52.2 55.5 59.7

実績値（％） 45.5 47.0 47.0 49.1 49.2

（４）加圧所の耐震化率

加圧所のうち、耐震化がなされている施設能力の割合です。予定していた耐震工事や更
新工事を行い、耐震化率は向上しています。今後も引き続き事業を着実に実施します。

令和元年度末 令和２年度末 令和３年度末 令和４年度末 令和５年度末

耐震化済箇所数（カ所） 11 12 12 13 15

耐震化率
（能力比）

目標値（％） 24.1 25.6 25.6 25.6 26.7

実績値（％） 19.1 28.9 28.9 32.8 40.1

※ 目標値は水道事業経営戦略に掲げた数値です。

７．管路等の耐震化の状況

（基幹管路延長 Ｌ＝348,492m）

（全管路延長 Ｌ＝818,724m）

（配水池数 48カ所）

（加圧所数 30カ所）
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（１）経常収支比率

経常費用が経常収益によってどの程度まかなえているかを示す指標です。100％で経常費用
と経常収益が均衡、100％未満では損失が発生しています。どの年度も100％を下回っており、
安定した経営の実現のため、令和6年4月から改定率を平均19％（ただし、令和6年4月から令
和7年3月までは経過措置期間として改定額を半額）とする料金改定を実施するなど改善への
取組みを進めています。

(２）純利益及び未処分利益剰余金

当年度純利益は令和元年度から５年連続でマイナスです。その累積額である未処分利益剰
余金は、令和5年度末には197,255千円まで減少しました。令和６年度までこの傾向は継続
する見込みですが、その後は徐々に改善する見通しです。

(３）現金預金残高

現金預金残高に大口定期等と他会計貸付金を加算した合計額は、3,921,725千円（令和
5年度末）となり３年連続で減少しています。前年度比では436,072千円の減少となりました。

令和元年度末 令和２年度末 令和３年度末 令和４年度末 令和5年度末

経常収支比率（％） 95.3 93.4 92.3 88.2 92.5

令和元年度末 令和２年度末 令和３年度末 令和４年度末 令和5年度末

当年度純利益（千円） △974,361 △290,930 △333,692 △466,861 △173,530

未処分利益剰余金（千円） 1,462,269 1,171,338 837,646 370,785 197,255

令和元年度末 令和２年度末 令和３年度末 令和４年度末 令和5年度末

現金預金残高（千円） 3,778,605 4,030,269 3,541,313 3,087,797 2,251,725

大口定期等（千円） 800,000 300,000 0 0 100,000

他会計貸付金（千円） 620,000 920,000 1,220,000 1,270,000 1,570,000

合計（千円） 5,198,605 5,250,269 4,761,313 4,357,797 3,921,725

(４）給水原価及び供給単価

供給単価は1㎥あたりの平均収益、給水原価は1㎥の水道水を作るのに要する費用で、すべて
の年度で給水原価が供給単価を上回っています。

令和元年度末 令和２年度末 令和３年度末 令和４年度末 令和5年度末

供給単価（円） 152.3 131.0 150.5 141.5 152.0

給水原価（円） 175.3 165.2 179.5 190.0 186.6

差引（円） △23.0 △34.2 △29.0 △48.5 △34.6

８．主な経営数値



８

９．主な水道施設の一覧と職員の配置状況

（１）水道施設位置図

①川下川貯水池

②生瀬浄水場

⑤川面浄水場

③小浜浄水場

⑨上下水道局

④小林浄水場
⑥亀井浄水場

⑦惣川浄水場

⑧水質検査室



９

施設名 所在地 職員の配置 備考

① 川下川貯水池
玉瀬字イズリハ～
神戸市北区道場町
生野

0人

② 生瀬浄水場
西宮市生瀬東町4番
1号

業務委託
浄水池及び送水ポ
ンプのみ稼動。

③ 小浜浄水場 小浜3丁目5番20号 浄水課 7人 ( 7人)

④ 小林浄水場 亀井町1番23号 0人 浄水停止。

⑤ 川面浄水場 旭町3丁目92番地 0人

浄水池及び送水ポ
ンプのみ稼動。小
浜浄水場職員が管
理。

⑥ 亀井浄水場 亀井町9番46号 0人 浄水停止。

⑦ 惣川浄水場
すみれガ丘4丁目
2番1号

浄水課 13人 (13人)

⑧ 水質検査室
すみれガ丘4丁目
2番３号

水質検査室 5人 ( 5人)

⑨ 上下水道局 東洋町1番3号

上下水道事業管理者
上下水道局長
経営管理部長
施設部長
総務課
経営企画課
浄水課
工務課
給排水設備課
下水道課

1人 (  1人)
1人 (  1人)
1人 (  1人)
1人 (  1人)

11人 (  8人)
4人 (  3人)
7人 (  7人)

27人 (27人)
15人 (10人)
13人 (  0人)

（２）職員の配置状況
令和6年3月31日現在

( )内は、うち水道事業会計職員 合計84名


